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2011 年３月 11 日の東日本大震災で大きな被害を受けた岩手県大槌町。菊池由貴子

さんは記者、編集、事務経理を一人でこなす週刊新聞「大槌新聞」を発行し、人口１

万２０００人の全戸に無料で届けている。生まれ育った故郷が被災から復興に向かう

長い道のりを取材し、記録し、発信してきた。 

毎年夏、全国の若手記者が日本記者クラブに集まる記者研修会に菊池さんを招き、

被災地で書き続ける「一人新聞社」の役割と意義を聞いた。 

大手マスメディアの記者から取材を受ける立場でもある菊池さんは、「自分が生ま

れ育ち死んでいく町で新聞を書くのは、悲しみも倍だが、喜びも倍です」「記者は冷

静でなければいけない、というが、当事者意識を持ってほしい」「なぜメディアに携

わるのか」と語った。参加した現場の記者たちは菊池さんのことばに、みずからの仕

事の取組み方を問い直した人も多かったようだ。 

題字の下に毎号、掲げ続けるモットーは「大槌は絶対にいい町になる」。旗を掲げ

ること自体に、新聞発行の最大の意義がある、と話した 
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司会：小栗泉企画委員（日本テレビ） 記者

研修会１日目最後のゲストは、岩手県の大槌町

の大槌新聞を発行していらっしゃいます菊池

由貴子代表です。 

簡単にプロフィールをご紹介させていただ

きます。 

菊池さんは大槌町出身で、東日本大震災のと

きに情報不足に陥った経験から、町民の視点か

らの情報源の必要性というのを感じられて、

2012 年の 6 月に大槌新聞を創刊されました。

そして、2016年の4月には大槌新聞社を設立。

編集、取材、執筆、事務経理、全て一人でなさ

っていて、現在まで週 1回発行を続けていらっ

しゃるということです。 

きょうは、大槌町のいまの復興の現状につい

てもお話しいただきたいと思います。地元に密

着した大槌新聞社、なぜ立ち上げて、どんなと

ころに気をつけて発行していらっしゃるのか、

このあたりを中心にお話を伺いたいと思いま

す。それでは菊池さん、お願いいたします。 

 

菊池由貴子 大槌新聞代表 皆さん、初めま

して。岩手県の大槌町というところで大槌新聞

という町の週刊新聞を書いております菊池と

申します。よろしくお願いします。 

まず、5 年前の東日本大震災のときには、き

っと皆さんにいろいろと報道していただいた

り、ご支援いただいたりしたと思います。この

場をかりてお礼申しあげます。本当にありがと

うございました。 

きょうは被災地域での報道について話して

くださいということだったんですが、皆さんプ

ロの方々ですし、私は震災の翌年から新聞を書

き始めたとはいうものの、新聞とか書いた経験

が全くなくて、本当に学級新聞のような新聞で

す。素人ですので、皆さんにお話しできるよう

な感じではないんですけれども、私が震災から

4年以上新聞を書いてきて思うこと、小さい大

槌町という町で、メディアをみていて思うこと

を率直にお伝えできればなと思っております。 

 

人口の１割近くが亡くなり、家屋の７割が

被害 ――大槌町の被害 

大槌町の概要から紹介します。大槌町は、岩

手県の真ん中よりちょっと下にある、横に細長

い町です。宮城県に接しているところが陸前高

田市で、岩手県内では大槌町と陸前高田市が被

害の大きかった町として報道されました。 

大槌町といえば、役場庁舎が被災して、被災

地の中で唯一町長が亡くなった町です。町長は

じめ役場職員 40 人の方が亡くなった。役場庁

舎の玄関の前で災害対策本部を立ち上げてい

るところを津波に襲われて亡くなってしまっ

た町です。 

人口と世帯数ですけれども、東日本大震災で

人口の 1割近い方が亡くなって、家屋被害も 7

割が被害を受けましたので、震災前と後では、

人口も 3,000 人以上減っていますし、世帯数も

1,000 世帯減っている状態です。 

この写真は応急仮設住宅です。2,106 戸整備

していただいて、入居率がいまでも 7割を超え

ている状態です。 

復興状況ですが、きょうは簡単にお伝えしま

す。ハード整備ですが、大槌町の場合、区画整

理事業、盛土をして区画を整理して、土地を皆

さんにお返しするという事業、そして防災集団

移転事業、津波が来ない安全なところに集団移

転して住むという事業をやっています。 

自力再建が無理な方のために災害公営住宅

も整備しています。当初、国では復興集中期間

ということで、震災 5 年、要は 27 年度までで

復興しますと言っていたんですが、このとおり、

どんどん復興がおくれて、平成 30 年度までか

かります。公営住宅は約 1,000 戸整備するんで

すが、今年度終わってやっと半分できるといっ

た状態です。 

復興のおくれが、震災から 5年たったいまで

もとまりません。この大槌新聞の先月の紙面で

すが、「北側斜面」と書いているのが、防災集

団移転の団地の名前です。ここが震災から 5

年たったこの期に及んで 1 年半、18 カ月おく

れる、そういったことになっています。 

 

まちづくりの情報を書く報道機関 

 

町の状況は、簡単にここまでとして、大槌新

聞をかいつまんで説明します。 
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大槌新聞を書いた理由です。震災後、町内で

は情報不足に陥りました。震災で電気がとまっ

てしまったので、携帯もだめ、ネットもだめ、

テレビも見ることができません。情報源はラジ

オと新聞だけでした。近隣 4市町をカバーして

いた地元紙もあったんですが、そちらも被災し

てしまいまして、メディア空白域になった。県

紙や全国紙が避難所に置かれるようになって、

それを通して町の情報を得ていました。避難所

に通って、新聞をもらって、大槌町の情報を得

ていたんですが、ありがたいなあと思う反面、

なぜか悔しいというんでしょうか、情けなくな

ったんですね。 

私は生まれも育ちも大槌で、震災も経験して

いて、いまも住んでいる私が、何で震災後に来

たであろう記者さんに、町の情報を教えてもら

わなければならないのかと、なぜか悔しくなっ

たんですね。ということで、町の新聞をつくり

たいと思うようになりました。 

まず 1つ目が、復興の様子を町民みんなで共

有したいと思ったんです。復興の様子といいま

しても、先ほどのようにハード事業ではなくて、

津波に襲われて、その後の火災で焼けただれた

町に、飲料水の自動販売機がある日ポーンと置

かれていたんですね。1台が 2台になり 3台に

なる、そういったことがすごく復興の大きな一

歩に思えて、自動販売機が置かれただけで、町

の皆さんに知らせたくなった。 

あと、復興情報、初めは防潮堤の高さは何メ

ートルにします、防災集団移転します、まちづ

くりどうしていきましょう。そういった復興情

報はいっぱいあって難しいです。専門用語もあ

りますので、そういうのを知るのを諦める町民

が見受けられました。ですので、わかりやすく

伝えないと住民主体のまちづくりができない

のではないか。そういった思いもあったのと、

あくまで新聞を出すには、エンタ（エンタテイ

ンメント）ではなく、報道機関でいようと思い

ました。 

震災後、ミニコミ紙が結構できたんですが、

イベントだったり、町外から来た支援団体の支

援情報だったり、あとは町内外問わず、有名な

方のインタビューというんでしょうか。平時な

らいいんでしょうけど、やっぱり皆さんが知り

たいのは生活情報、再建情報だと思いましたの

で、花が咲いただとか、そういったのはもう二

の次だろうということで、必ずメインにはまち

づくりの情報を置こうというのは初めから決

めていました。 

概要ですが、いまは町内 5,300 世帯に全戸無

料配布をしています。初めから全戸無料配布を

できたわけではありません。震災翌年に創刊し

たんですが、私は地元の復興支援団体に所属し

ていましたので、最初は団体の事務所のコピー

機で、カラーコピーが高いと言われたものです

から隠れて数十部印刷して配ったり張ったり

していました。その後、支援の方から 10 万円

いただきまして、それをきっかけに印刷を業者

に委託して、そこからいまに至るという感じで

す。 

「メディアの芽生え」ということですが、震

災後の大槌町は、一度はメディア空白域になっ

たんですが、町内にある別々の団体で、大槌新

聞や臨時災害ＦＭ、ネットや映像などといった

「町のメディア」が次々と生まれました。 

 

メディアミックスから一人新聞社の設

立まで 

 

この写真は私なんですけれども、新聞をラジ

オで読む機会をいただいて、新聞の読み聞かせ

などをしていました。目の悪いおばあちゃんな

どには結構好評で、メディアミックスすること

で、より効果的な情報発信ができるのではない

かと思うようになりました。 

各団体ばらばらで、国の緊急雇用助成金を使

っていましたので、いつかは切られる、だった

らメディアミックスすれば効率的な経営もで

きるんじゃないかという思いもあって、さらに

行政との連携もできるのではないかと思いま

した。 

この写真が碇川豊前大槌町長です。この方は

ネット大好きで、マスコミも好きな方です。行

政改革や情報公開もされていた方ですが、この

方がこうおっしゃったんですね。「行政にとっ

て耳の痛いことを言うメディアが必要だ」と。
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私は、この碇川町政のもとで新聞を始めたので、

「そんなのは別に当たり前じゃないか」と思っ

たんですが。 

こういった条件がそろったので、「大槌メデ

ィアセンター」ということで、民間レベルでの

メディアミックス、さらには行政と連携をした

組織の受け皿になるべくメディアセンターと

いう団体を民間側で立ち上げました。 

その一環として、4月には別々の団体で運営

していた大槌新聞と臨時災害ＦＭが連携した

のですが、行政サイドでも、そして民間サイド

でもなかなかうくいかないなあと思っている

ときに、――この写真が、いまの平野公三新町

長です――去年の町長選挙で、町長がかわりま

した。この方が「事業の選択と集中」、要は「事

業を見直しして復興を加速させますよ」という

ことを公約に掲げて当選して、事業見直ししま

すよとなったわけです。何が見直されるかと思

ったら、新聞とＦＭの事業廃止が決まってしま

ったということで、事実上、メディアセンター

という構想自体は断念せざるを得ませんでし

た。 

ただ、そうは言っても復興はまだまだ道半ば

です。住民主体のまちづくりはこれからが本番

です。メディア空白域に戻すわけにいかないと

いうことで、ことしの 4月に大槌新聞社を設立

しました。 

それまでは団体に所属していたので、自分は

新聞だけ書いていればよかったんですけれど

も、事務経理や広告受付も一人でこなす、文字

どおり「一人新聞社」で、4月から活動を続け

ています。 

 

大槌新聞を続ける意義とは 

① 共有したい復興の理念 

 

大槌新聞を続ける意義は何だろうなと自分

で考えてみたんですが、3つあると思っていま

す。 

１つは、当然、復興の情報がまだまだ必要だ

ということ。あと、これが意外と見落とされが

ちなんですが、復興の理念。これも共有するべ

きだと、日々の取材で感じます。例えば、大槌

町が 1つの船だとした場合、震災で沈みかけた、

難破船状態だとしたら、どこが壊れたから修理

しますよ、乗組員が何人いなくなりましたよと

いう、復興情報も必要なんですが、そもそも、

この大槌丸という船の船頭さんが、今後、新し

い大槌丸はどこに向かっていくんだというと

ころを、要は町長が決めますけれども、その町

長の思いが乗組員に伝わっていないと、めいめ

いが頑張ってもちぐはぐな復興に終わってし

まうし、みんなの頑張りが無駄になってしまう。

なので、例えば町長が右左のうち、左と言った

ら、議論をしたうえで「そうだね、左だね」と

いうことで意識を同じ方向に向けて頑張らな

ければならない。やっぱりそういった理念は復

興情報の中でも必要だろうと思っています。 

ただ、いまの町長は、なかなか理念がみえな

い方なので、毎月の記者会見でいろんな質問を

ぶつけて、町長の考えをひたすら新聞に載せて

住民に提示しているつもりです。 

 

大槌新聞の意義 ②町全体を俯瞰し

地域課題を取り上げる 

 

2 番目の、地域課題の取り上げ。いろいろあ

りますけれども、復興庁もそうだという話を聞

くんですが、大槌町全体を見ることができる方

が意外といないと感じます。いくら町長でも、

役場職員でも、官民問わず町全体を俯瞰できる

方がいない。取材をしていると、ある程度官民

の情報に接することができますので、いろいろ

諸課題は山積しているものの、いまこれが一番

大事だろうというのが何となくわかるんです

ね。いまは皆さん考えが及ばないかもしれない

けれども、これは大事だよね、というところも

あるので、いまは賛同を得えられなくても、た

まに載せたりはしています。 

 

大槌新聞の意義 ③「大槌は絶対にい

い町になる」と旗を掲げる 

 

この赤字で書いた③「大槌は絶対にいい町に

なる」と宣言する、これが大槌新聞を続ける最

大の意義だと思っています。新聞の題字の下に
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いつも掲げているんですけれども、うちの町で

は、震災で家族も家も流された住民が多く、役

場職員さんもどんどん疲弊してきています。心

が折れそうになってくる。だけれども、あれだ

けの被害を受けた町がいい町にならないはず

がないと私は思っています。絶望の中でも希望

のともしびみたいな旗を掲げる方が大槌町に

はいないので、せめて新聞にだけでも掲載する。

これは毎週発行するので、サブリミナル効果じ

ゃないですけれども、暗示にでもかかって「あ

あ、この町、いい町になるんだ、いまは大変で

も」と少しずつでも思ってもらえればと思って、

たまに外したくなるときもあるんですけれど

も、掲げ続けています。 

 

大槌町を軸に興味が広がる 

 

最後に、「報道とは」という題名にしたので

すけれども、4年間書いてきて思うことを説明

したいと思います。 

いままでいろいろ言いましたけれども、私、

震災前は、メディアや政治というものに全く無

関心で、大槌町の町長が誰なのかとか、議員が

何人いるんだとか、全くわからない。わからな

いというよりも、無関心でした。ただ、震災後

に、この町をよくしたいなと思いまして、例え

ば高校生であれば、「美容師さんになる」とか、

「自衛隊になる」とか、いろいろ夢をみつけた

ようなんですけれども、私の場合は、なぜか、

「情報って必要だよね」と思ったんですね。な

ので新聞を創刊しました。 

この町をよくするために新聞を書いている

と、日ごろは町内での取材がメインなんですけ

れども、例えば何か課題が出てきたとき、大槌

町の隣が釜石市なんですが、「あれ、この課題

って釜石市ではどうやっているんだろうな」と

か、比較したくなってきて、時々、釜石市に取

材に出向いて、「釜石市ではどうされています

か？」という取材もするようになりました。 

あとは他県で、宮城県の山元町で、おととし

ですかね、町長選になるようだと聞きました。

去年、大槌町で町長、町議選が同時選挙だった

ので、公示日に山元町に出かけました。あと、

他国ということで、ことしの 3月にご縁をいた

だきまして、日本・トルコ文化交流会から賞を

いただきました。それまで世界のことにも全く

興味がなくて、でも、トルコについて最低限知

らないといけないなと思っていろいろ調べた

ら、ご存じのとおり、トルコって、政治的にも

ちょっといま大変で、テロなんかもあって、ち

ょうど受賞式があった翌日に、トルコの大手新

聞が政府の管理下に置かれたということを聞

いて、すごくショックを受けたのです。 

その受賞式のときにトルコの女性に声をか

けられて、その方に後でメールを送ったところ、

「トルコはいま大変だけれども、絶対にまた前

のようにいい国になると思っています」という

お返事をいただきました。震災で復興がおくれ

ているだとか、いろいろ大変だなと思って日々

過ごしているんですが、それとは本当に桁違い

な大変さをしながらメディアをやっている

方々もいる、そういった国もあるんだというこ

とを改めて思いました。大槌町を軸にして、だ

んだんにおかげ様でご縁をいただいて興味が

広がった、そういった状態です。 

 

マスメディアの記者と話すと、大きな組

織って大変そうだ 

 

素人新聞を書いている私から、マスメディア

をみていると、大きな組織って大変そうだなあ

と思います。、仕事自体が大変だというよりも、

組織として、例えばトップと現場の考えの違い

だったり、あと、経営の面もそうなんでしょう

けれども、大きな組織は大変そうだなあと感じ

ますし、想像力がない方が中にはいるんだなあ

と思います。 

ことし、東京でメディア関係の方と何人かで

いたときに、ご遺体の話をし出したんですね、

私以外の方々が。多分、震災でカメラにご遺体

が写ったという話から始まったと思うんです

けれども、それをずっとしている。震災のとき

に、私、いろんな話を聞いているものですから、

何か嫌だなあと思っていたんですが、どんどん

話が展開していって、過去の何とかという事故

ではこういうご遺体があって、と。冷静という
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んでしょうか、むしろ喜々として話されている

んですね。さすがに私は「ちょっともうやめて

くれ」と言ったんです。メディアは冷静でなけ

ればならないとよく言いますけれども、こうい

った方々がメディアをしていること自体が、す

ごく怖いなと思いました。嫌悪感よりも、すご

く恐怖を感じたのと、あと、やっぱり当事者意

識がないんだなあと思います。 

 

他人事で当事者意識がない方が多い 

何でメディアを志望したのだろう 

 

皆さん出身地じゃないところでメディアを

されたり、あと、持ち回りで 2年いたらもう交

代するという感じなんでしょうけれども、どこ

かやっぱり他人事。例えば何かあっても、「し

ようがねえなあ」みたいな感じで当事者意識が

ない方が多い。この人って、何でメディアをや

っているのかなあと思う方が、中にはいます。 

メディアをやっているということは、その人

なりの理念や、メディアに携わるきっかけや大

変なことをはね返すだけの原動力も必要にな

ってくると思うんですけれども、どうも話をし

ていても、明確にみえる方が少ないのかなと感

じます。 

 

 

 

99 人がおかしいと思っても修正できず

に暴走しがち 

 

いま政治もメディアも、いろいろ大変なよう

にみえます。政治もメディアも、大きくなり過

ぎると、政治であれば有権者の方メディアで言

えば、読者・視聴者ですが――現場から離れて

しまうんじゃないかなと思います。 

大きくなった組織のごく一部の方が、権力と

いうのをはき違えて、暴走しがち。で、一回そ

うなると、例えば 100 人の会社で 1人がそうだ

としたら、99 人がおかしいだろうと思ってい

ても、何となく修正できないというか、怖いな

あと思うんですね。 

大槌町は、1万 2,000 人の町です。ほんとに

小さい町で、町民からすれば私は大槌新聞の菊

池さん、私からすれば三浦肉屋さんだとか、越

田金物屋さんだとか、みんな役割がすごくみえ

るんですね。本来、政治とメディアというのは、

地域をよくするため、国民、町民、市民のため

にあるものだと思います。それが大きくなり過

ぎると、いつの間にかメディアのためのメディ

ア、政治のための政治になってしまうようにみ

える。 

私たちは何のために政治をやっているんだ、

メディアをやっているんだというところは、常

に顔のみえる関係でいれば、意義を失いにくい

のではないかなと思っています。 

理想論かもしれませんけれども、そういうふ

うに思います。 

 

常に顔の見える関係で書く市町村新聞

なら、喜びも倍に 

 

全国紙や都道府県単位の新聞は結構あるん

ですが、市町村単位の新聞となると経営的にも

大変じゃないですか、一人でやるのも大変じゃ

ないですかと言われるんです。けれども、やは

り市町村単位の新聞、大槌町なら大槌町の視点

の新聞、隣の釜石市なら釜石市の視点の新聞、

そういったものがふえると、メディアの底辺が

広がって、すごく世の中もよくなるんじゃない

かと思います。 

ですので、例えば皆さんの出身地、もしくは

いま住んでいるところやついの住みかにしよ

うと思っているところ、そういったところで、

定年後でも構いませんし、早期退職の話も聞き

ますので、ぜひ市町村新聞というのをやってい

ただければ、すごく楽しいです。 

自分の生まれ育った町、自分が死んでいく町

の新聞を書いているというのは、悲しみも倍で

すが、喜びも倍です。ですので、「市町村新聞

っていいですよ」というところを頭の片隅にで

も置いておいてもらえればいいんじゃないか

と思います。 

素人の私がプロの皆さんに言えることはこ

れくらいだと思うので、以上で私からのお話は

終わります。ありがとうございます。（拍手） 
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＜ 質 疑 応 答 ＞  

 

司会 ありがとうございました。 

私も働き始めてからずうっと報道ですけれ

ども、何で報道に携わって、こういう仕事を続

けてきたのかなということをちょっと自問自

答しながらお話を聞かせていただきました。 

会場の皆さんから質問をいただく前に、幾つ

か、お話を伺えればと思っています。 

まず、菊池さんご自身も被災されているんで

すよね。 

菊池 私は、家が高台にありましたし、家族

は亡くなっていないので、そういった意味では

被災者ではなかったです。 

司会 何か、津波で慌てて逃げて…… 

菊池 隣の釜石市に地震があったときにい

て、そこにいれば大丈夫だったんですけれども、

こういう非常時には、なぜか町に帰らなければ

ならないと思ってしまって、車で大槌に向かっ

ているときに津波が道路に来てしまって、急ブ

レーキをかけて止めたところがたまたま神社

の高台につながる階段の前で、ひたすらそこを

駆け上がった、という経験はあります。 

 

自分の町の情報を人に頼むのは悔しい 

 

司会 それで、翌年、新聞を出されるまでの

間、町の外から来る人に情報を教えてもらうこ

とが悔しかったと先ほどおっしゃっていまし

たけれども、どうして悔しいと思われたのか。

町の外から来る人が発信する情報が、自分たち

が欲しいものとずれていたから悔しいと思わ

れたのか、それとも、自分たちの町のことは自

分たちの手で伝えたいという思いからなのか、

どうだったんでしょう。 

菊池 そのときは後者のほうですね。自分の

町のことを人に頼むしかない状況というんで

しょうか。初めはそういうふうに思いました。

時間がたっていって、全国や県紙の報道をみて

いると、当然全国紙は国民に対しての新聞です

し、県紙は県民向けの新聞なので、視点が全然

違います。そういった意味でも町民目線の新聞

は必要だ、というのは後になって感じました。 

司会 ありがとうございました。 

質問 私もＮＨＫという組織にいて、力強い

メッセージには、本当に考えさせられるお話で

した。ありがとうございました。ＮＨＫであれ、

全国紙であれ、ローカルの地域向けの放送や地

域版の新聞を出していますが、大槌町で、どう

いう点が、放送には足りていないとお感じにな

っているか。あと、大槌町といった小さい単位

のところで、先ほどおっしゃっていたメディア

ミックスの可能性としてどういうことが考え

られるのか。お伺いします。 

菊池 先ほどスライドでも出しましたけれ

ども、役場庁舎、いまは使われていないので、

「旧役場庁舎」と私たちは呼んでいるんですが、

その旧役場庁舎の保存、解体という問題があり

ます。碇川前町長は保存でやっていたんですが、

いまの町長は解体です。残す、残さないという

議論があるんですけれども、国や都道府県の報

道だと、当然全国目線、岩手県だったら岩手県

目線でみますので、震災遺構、震災を忘れない

というところで、保存、解体の議論がされるよ

うに思います。 

ただ、「震災遺構」と一口に言いましても、

私たちにとっては、あそこは強烈に反省しなけ

ればならない場所です。亡くなった話というの

は美談にされがちですが、それは違うだろうと

思うんですね。役場職員 40 人が亡くなったと

いうのはあり得ない話です。一般町民が 40 人

亡くなるのと、役場職員が 40 人亡くなるのと

は全く違う話で、住民の命と安全を守るための

自治体職員自身が亡くなってしまったという

ことは大いに反省すべきで、でもあれは役場職

員さんだけが悪いんじゃなくて、町全体で反省

しなければいけない。 

なので、私たちにとって旧役場庁舎は震災遺

構というよりも、亡くなった方を悼む場であり、

思いを共有できる場というんでしょうか、追悼

の場というんでしょうか。住民が、もうあんな

こと二度としませんと。常に見ることで、苦し

いけれども反省する場、亡くなった方を悼む場

なんです。同じ残すという議論でも視点が全く

違います。 
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基礎情報を持たず、シナリオを決めつけ

て取材する記者が来る 

 

あと、全国紙さんも都道府県単位の新聞もそ

うなんですが、この前、震災 5年ということで、

一斉にメディア関係者がバーッと来て、私にも

話を聞きたいと来たんです。復興がおくれてい

るのも問題なんですけれども、何でおくれてい

るのかとか、例えば今度どこかで同じようなこ

とが起こった場合、そうなっちゃだめだよねと

いうことで、例えば復興庁のあり方はどうなん

だとか、国、県、市町村の連携はどうあるべき

かとか。美談だとか、悲しい、かわいそうだと

か、復興がおくれているだけじゃなくて、皆さ

んのそれぞれの所属する場所で起こってもお

かしくないわけですから、そこにつながるよう

な報道というんでしょうか、もう少し踏み込ん

でもらえればなというところもあります。 

全く震災を知らない方が、基本的なことすら

わからないで入ってくる方がいて、その割には、

シナリオじゃないですけれども、こういうのを

撮りたいというのを決めてくるんですね。なの

で、そこは違うんですよ、とは言うんですけれ

ども、やっぱりそういう報道になってしまう。 

なので、一般住民の方も取材には応じますけ

れども、二度と受けたくないという方も中には

いましたので、ぜひ、被災地、知らないなら知

らないでも、ネットでいろいろ調べればわかる

わけですから、最低限の基礎情報だけは知って、

かといって決めつけないで来ていただきたい。

一度は来ていただいて、時間もないんでしょう

けれども、現状がどうなんだということをしっ

かり知ってほしい。そのうえで現状はこうだ、

と伝えるだけではなくて、私たちの町や県で起

こったらどうなんだという報道をしていただ

きたいです。 

あと、メディアミックスの可能性でしたか。 

1 万 2,000 人の町で、メディアミックスとい

う考えは、私はまだ持っています。ホームペー

ジを立ち上げて、一応ページとしては音声でも、

例えば町長の記者会見を全部流すだとかした

いなあとは思っていますけれども、ちょっと新

聞を書くのでいっぱいいっぱいでできない。 

だけれども、1万 2,000 人という小さいパイ

の中で、やる気と能力のある方がいるかどうか

ですかね、経営的なところもあるので、人を何

十人も雇えるわけでもないので、それでも考え

方自体は間違っているとは思っていません。 

司会 ありがとうございました。規模の大き

なメディアがいい、悪い、小さい単位のメディ

アがいい、悪い、おそらくそういうことをおっ

しゃっているのではないでしょうね。基本的に、

私たちマスメディアの人間も、東日本大震災の

後、防災報道とか、そういったことをどういう

ふうに地元密着型でやっていったらいいかと

いうことを、それぞれの会社で模索しながら積

み重ねていっていると思います。でも、やっぱ

り何か起きたときだけになりがちだったりと

か、ステレオタイプなものになりがちだという

思いを現場では感じられたということなのか

なと思います。 

 

復興の遅れは一つの理由ではない 

 

質問 きょうは、みずからの日々の取材姿勢

も含めて、非常に考えさせられることの多いお

話だったと思います。貴重なお話、どうもあり

がとうございました。 

私も、震災 5年に合わせて被災地の取材をし

たのですけれども、復興庁に伺っても、町に伺

っても、何が一番課題なのかという全体像を誰

も把握していないと感じました。いま何が大事

なのか、町全体をみているとみえてきたとおっ

しゃったんですが、いま何が一番大事だと思わ

れていて、なぜそれがみえてきたのか、お聞か

せください。 

菊池 「復興のおくれ」と一言で言いますけ

れども、一つの理由ではないと思っています。

国が悪いとか、県が悪い、大槌町が悪いという

単純な話ではなく、すごく複雑だと思います。

そもそも大槌町で 40 人の職員が亡くなったと

いうのは、大きい問題だと思っています。 

派遣職員さんを多くいただいていますが、大

槌町の地区名を覚えることから始めて、2～3

ヵ月、長くて 1～2 年で交代して、また新しい

人が来てということをしている。 
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あと、国といっても、いろんな理由があるん

でしょうけれども、復興庁が、いろんな省庁か

らの寄せ集めだったり、復興庁のあり方は、も

っと議論すべきだと思います。私も復興庁のこ

こが悪いというのは、取材しているわけではな

いので、その裏の事情まではわかりませんが、

例えばこれだけ関東で地震があるかもしれな

い、南海トラフがあるかもしれない、まして原

発との複合災害だと騒いでいる割には、だった

ら復興庁を常に災害庁でも災害省でもいいの

で、置いておく。自治体、県の派遣職員さんも

よく言われますが大槌町での経験を持って帰

っても、その引き継ぎがなかなかうまくいかず

個人のもので終わってしまったり。 

国としても、常時、何もないときには過去の

災害から学ぶようなことをして、何かあったら

省庁の寄せ集めでその場しのぎで終わるんじ

ゃなくて、えいっとそのままの体制で行けるよ

うな。それにはやっぱり国と県、町の日ごろの

関係づくりもすごく必要なのかなと思ってい

ます。 

大槌町は閉鎖的な町で、国や県とのパイプが

なくて、結構大変だったんですけれども、もと

もと何かで縁のある市町村は、その縁で支援を

いただいたりしたと聞いています。そういった

国としての復興庁みたいな組織のあり方、あと、

国と県と町――私たちの町でも今年 3 月まで、

国交省から大水敏弘副町長という方が出向さ

れていたんですが、ふだんから国の官僚と市町

村レベルでの交流をしたほうがいいのではな

いか、と思っています。 

 

質問 私も取材者として、身を律するような

思いで聞いていました。 

その点で、この 4月に熊本地震がありました。

先ほどメディアに対する厳しい視点でのご意

見もありましたけれども、今回の熊本地震の報

道について、何か感じることがあれば教えてい

ただきたいところがあります。 

例えば、地域密着でさまざまな情報が欲しい

という要請をきちんと私たちメディアが受け

とめていたのかどうか。さらには、連日、テレ

ビも現場に入って中継をしていて、時に被災者

の方に不快な思いをさせてしまうようなこと

があったりとか、そういったものがツイッター

で幅広く広がって、また違う形で報じられたり

とか、そういったことも散見されました。今後、

災害が起きたときにあるべき報道の姿という

ことを教えていただきたい。 

もう一点、大槌新聞が創刊されて数年がたっ

ていますけれども、5年後、10 年後に、どうい

った新聞になっていることが夢なのか。いまお

一人ですが、賛同者がふえて、地域が広がり、

部数も広がるという思いがあるのか、それとも

一人でやっていきたいのか。 

 

継続して地震報道に当たる記者を 

 

菊池 ありがとうございます。 

まず熊本地震についてですけれども、最初に

思ったのが、私たちの東日本大震災の教訓を次

に生かさなければと思いつつも、あまりにも早

かったというんでしょうか、私たち自身もまだ

復興という段階に至っていないので、何か教訓

が残せているのかなと、すごく気になった思い

がありました。 

私たちのときもそうだったんですが、最初は、

ひたすら被害状況を伝えること、あと、亡くな

った方の情報や、避難所支援、そういった情報

ですかね。 

テレビをみても、新聞をみても同じですよね、

被災状況というのは同じですから。それはそれ

として、これから起こるであろう震災や原発事

故を、さっきは復興庁の話をしましたが、メデ

ィアの中でも、災害と災害をつむぐような方が

いればいいと思います。ずうっといると、情が

うつってだめだとかではなくて、一人でもいい

から、誰かずうっと継続して見ている。そうす

ると、東日本大震災と熊本地震の比較もできま

すし、あ、ここでも同じことが起こっているな、

じゃ、これって次に起こったときにも問題にな

るよだとか。 

社内でもいいですし、地方紙の集まりの何か

でもいいですし、そういう方がいてくれると、

被災地の人間とすれば、わかってくれる方が来

ると、すごく話も通じやすいです。新人の方を
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投入するのもいいんですけれども、定点でみて

いる方がいるというのは、すごく必要ではない

かなと。 

何度も言いますけれども、役場職員も、メデ

ィアも、震災で得られた知識を個人としての財

産で終わらせずに、共有知というんでしょうか、

震災で得た教訓をつむぐような何か、報道のあ

り方というよりも、組織のようなものがあれば

いいのかなと。 

 

復興が終わったら終わる新聞ではない 

 

あと、大槌新聞の将来ですが、「復興が終わ

ったらなくなるんでしょう」と言われるときも

あるんです。全然そんなことはなくて、とりあ

えずいまは復興情報をひたすら伝えています

が、ハードが終われば、今度はソフト。もうと

っくにソフトのほうに移行していなければな

らないんですが、できた器の中で、どういった

まちづくりをしなければいけないのか。どんど

ん情報が必要になってくると思います。 

情報の中身も変わります。いまは「公営住宅

がいつ、どこにできますよ」がメインなんです

けれども、ハードが終わればソフトの報道が必

要になるし、多分そうなると、各市町村との比

較もすごく必要になってくるんじゃないかな

と思っています。 

もう一つが、私を含め、震災後生かされるた

めの最低の条件というんでしょうか、やらなけ

ればならないことは、やっぱり震災検証だった

り、震災遺構をどうするのかを考えたりしなく

てはいけない。うちの町では震災で亡くなった

方々の全員の生きたあかしを残そうという取

り組みをしています。亡くなった方々がいるこ

とで私たちが生かされているので、いまは結構

見落とされがちなんですが、それはこの町の核

だし、それができなければ、この町の存在理由

がないぐらいに思っています。いまは復興でい

っぱいで、住民はそこまで頭が回らないような

んですけれども、そういったところは、長期的

な報道というんでしょうか、いまは細々とでも、

ずうっとやっていかなければいけないなと思

うところです。 

少子高齢化や、例えばこの前、中心市街地に

計画の半分以下しか住民が戻ってこないとい

うことがわかって、次から次と課題が出てきて

います。各市町村との比較も必要になってきま

す。被災地外でもこういった取り組みをやって

いるとなれば、行ってみて、各市町村ではこう

いうことをしているところもありますよ、と、

役場職員さんや、議員さん、住民にも伝えるこ

とができればいいのかなと思っています。 

ですので、復興が終わったら終わりという新

聞だとは思っていません。 

 

メディアも政治ももうからないのが当

たり前 

 

司会 伝える側の体制として、なるべく人数

を増やしていきたいのか、それとも、基本は一

人で、ということなのか、そのあたりはどうで

しょうか。 

菊池  もちろん、志を同じくする方がいれば

一緒にやっていきたいと思う反面、細々とやっ

ていくメディアだと思っているので。メディア

というのは、政治もそうあるべきだと思うんで

すけれども、もうからないのが当たり前という

か、仕事の意義からして。なので、雇いたい方、

一緒にやりたい方が出たとしても、経営的なと

ころもしっかり考えていかないと、思いだけで

はやれない部分もあるので……。 

 

質問  お話の中で、マスメディアのあり方と

して、震災の 3.11 が近づいてきたら、3 県に

入って取材して、3 月 12 日過ぎたらいなくな

るという、かなり強いお言葉をいただいたかと

思います。私も、2013 年と 14年に同じように

2週間ぐらいいて、帰って記事を書くことをや

ってきたので、すごく耳が痛い言葉でした。 

その一方で、おそらくここに来ている各社と

もまた、2017 年の 2月になったら、今度は誰々

行け、と同じようなことをやって、そこの部分

はすぐ変えるのは難しいかと思います。記者が

被災地に入る前に、最低でもこういう知識は持

っておいてくれ、こういう心構えで来てくれと

いうことを、取材を受けた側として思うところ
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があったら、教えていだたけないかと思います。 

 

テクニックより当事者意識で取材する 

 

菊池  ありがとうございます。 

お話ししたのは、何も被災地に入ってくる記

者さん個人が悪いと言っているのではなくて、

被災地に、１年、2年という節目で来て、報道

してもらうだけでも本当にありがたいという

面もあるんですけれども、例えば 5年たっても

復興が終わっていない、来年だったら、また終

わっていないと報道して終わりなのか。いまネ

ット社会ですから、ある程度基本的な情報は集

められるんです。テクニックというよりも、や

っぱり当事者意識なんだと思います。 

私も震災前は自分の町どころか、世の中に対

して無関心で、大学のときに阪神大震災があっ

て、映像でみて「わあ、大変だ」と思っただけ

で、正直、それ以上、何も思いませんでした。

だから、ボランティアに行くわけでもない、こ

れが大槌だったらどうしよう、なんて一つも思

いませんでした。けれども、やっぱり自分が東

日本大震災を経験して、そこでスイッチが入っ

たというんでしょうか、当事者意識を持てたん

ですね。 

取材をしていて、国と地方の関係というのも

感じるんですね。そうなってくると、福島や沖

縄の問題だったり、あと戦争ですよね。国と地

方の関係というのが、それぞれお題目は違うん

だろうけれども、根っこの部分は同じなんじゃ

ないかと思って、トルコの話もそうなんですが、

やっぱりあすは我が身。 

例えば原発だって、原発があるところは、日

本全国たくさんあるわけで、福島は、汚染水が、

この前の大雨で流れたとか、やっていますが、

なかなか大きいページに出てこない。何となく

定期的に出てくる、ああ、うまくいっていない

のか、みたいな記事でしか上がらない。沖縄も

福島の原発もそうですが、国がいま地方にとっ

ている態度は、あしたにでも、きょうにでも、

自分たちに向けられる可能性がある。 

テクニックというよりも、当事者意識だと思

います。自分の町だったら、これってどうだろ

う。自分がそういう思いをしたらどうだろうと。

私も震災を経験してその思いが生まれました。

そういう経験をしないとなかなか難しいと思

うんですけれども、ぜひメディアの方には、神

経を敏感に、過敏なぐらいでいっていただきた

いんですね。 

被災地報道でも「情が移っては終わりだよ」

とか、「冷静にやるのがメディアだ」と言う方

がいたけれども、そんなことは全然なくて、や

っぱり当事者意識を持つべきだと思う。メディ

アはその人にとって大事なものを守るためで

あるべきだと思うし、当然、記事にするときは

それ以上の冷静さを持ち合わせなければなり

ませんが喜怒哀楽を一般の方よりも敏感にし

つつ、日々取材していただければ。何のために

メディアがあって、何のために政治があるのか

というところを、ぜひ一度考えていただきたい。 

当事者意識というのは、要は皆さんがふだん

情報を届けている方々のためなんだというと

ころを常に意識して取材をすれば、もっともっ

と違った取材になると思います。 

司会  当事者意識というのは、経験者じゃな

ければ発信できないということではなくて、―

―それだと、例えば戦争を経験した人じゃなけ

れば戦争のことを言ってはいけないのかとか、

被災した人でなければ震災報道できないのか

と、そういうことではなくて――、きっと、先

ほどのお話の中にもあった想像力といったと

ころをどれだけ働かせられるかということな

んでしょうかね。 

菊池 はい。 

 

質問  お一人で全てやっていらっしゃると

いうことで、我々のメディアの仕事からすると、

きょうはどんなニュースを伝えたらいいのか、

何を 1 面のトップに持っていったらいいのか、

ニュースの格付けについて日々すごく悩んで

います。どうやってこれを 1面に載せようとか、

何を伝えようとか、ニュースの判断は、どのよ

うにされているのでしょうか。顔のみえる関係

だからこそ、町民が知りたい情報は、菊池さん

が思っていることとシンクロして同じ、と考え

ていいのか。それとも、菊池さんが伝えたいこ
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となのか、ふだん取材をする中で、町民から聞

こえてくる声を反映して紙面づくりをされて

いるのか、その辺、伺えたらと思います。 

 

生まれ育った町なので、町民の声は無理

なく聞こえてくる 

 

菊池  後半のほうの質問から、自分一人か、

町民の声かという質問ですが。1万 2,000 人の

町で日々生活をしていると、町民の声というの

が無理なく聞こえてくる状況にある。 

取材というよりは、お茶飲み感覚みたいな、

役場の方や住民と立ち話したり、取材と構える

ことなく記事を書いています。 

そこは無理なくバランスとれているのかな

ということです。 

あと、トップ記事だとか、よくその質問は聞

かれるんです。 

何を取材していいかわからないという方が

いらっしゃったんですね。取材へ行ってこいと

言われるんだけれども、何を取材していいかわ

からない、もしくはどれをメインに据えればい

いかわからない、同じような質問だったと思う

んです。それは、やっぱり当事者意識というん

でしょうか、何が大事か、何を伝えたいかとい

うのがあれば、自然とそういうのは整理される

んじゃないかなと思います。 

週刊新聞なので 1 週間の出来事を書きます

けれども、どれをどこに持ってこようかと悩ん

だことは一度もないし、例えば来週これがある

となれば、「あ、これはメインだな」「これは

2 面、3 面だな」――というのは、3 面しかな

い新聞なので――優先順位をつけるのに困っ

たことはないです。 

いま、よく新聞が読まれなくなっている、活

字離れだと言いますけれども、そんなことはな

いと思っているんですね。ネットですればいい

だろうみたいな、極端な人は新聞がなくなると

いう人もいますけれども、中身次第だと思って

います。自分が伝える相手が欲している情報を

届けるように工夫すれば、もっともっと新聞は

読まれると思います。ただ、詳しく載せればい

いだとか、地域のみんなに迎合するようなこと

を書けばいいという単純な話ではないし、そこ

はバランスだと思うんですけれども。 

繰り返しになりますが、「大槌をいい町にす

るんだ」「そのためにはどういう記事を載せれ

ばいいのか」、そういうことで私の場合はやっ

ているので、何を取材したらいいかと思ったこ

とはないです。 

 

司会  ありがとうございました。 

まだまだいろいろお伺いしたいことが皆さ

んあるかと思うんですけれども、菊池さん、こ

の後の交流会にも参加してくださるというこ

とですので、そちらのほうでも引き続きお話を

いただけたらと思います。 

日本記者クラブでは、お話をいただいた方に

メッセージと署名をしていただいているんで

すけれども、先ほど菊池さんにもお書きいただ

きました。こちらになります。大槌新聞を発行

するその目的の一つですね。 

「大槌は絶対にいい町になります」とお書き

いただきました。 

最後にお伺いしたいんですけれども、毎週新

聞を出していて、いまのほうが大槌町はいい町

になっていますか。 

菊池  なる方向には行っています。いろいろ

ありますけれども、これも過渡期だと思ってい

ます。一朝一夕に、震災があったからいい町に

なるわけではなくて、落ち込むときもあります

けれども、20～30 年、本当に長い目でみて、

絶対いい町になるという確信はありますので、

日々、取材を続けて、新聞を発行できればなと

思っています。 

司会  ありがとうございました。（拍手） 

(了） 

（大槌新聞社のサイトから） 


